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　ベトナム人国際交流員（ＣＩＲ）の２名より、

ベトナム伝統の焼き物「バッチャン焼き」の

ティーセットが寄贈され、伊藤村長に手渡され

ました。

　バッチャン焼きとは、ベトナムにあるバッ

チャン村で生産される陶磁器のことで、ホン川

より運ばれる良質な粘土を使い、14世紀頃から

の長い歴史をもつ、伝統的な工芸品です。

　ベトナム人国際交流員（ＣＩＲ）の２名によ

る企画「ベトナム展示会」が開催されました。

　この企画では、ベトナム現地から集めた食べ

物や飲み物、通貨、民族衣装のアオザイのほか、

ベトナムの基本情報やＣＩＲの活動内容を展示

しました。見学に訪れた方々にはＣＩＲが直接

説明し、貴重な文化交流となりました。

　「パッチワークサークル"もりのくまさん"と

手作り展」が２日間に渡り開催されました。

　この展示会は、パッチワークサークル「もり

のくまさん」のサークル発足30周年を記念した

もので、村内でハンドメイドを楽しまれている

サークルや個人の方々と合同で、ハンドメイド

作品の販売や展示・ワークショップが行われま

した。当日は多くの人が集まり、大盛況となり

ました。

　知来別から浜猿払までの前浜にて、多くの住
民がボランティアとして集まり、清掃活動を実
施しました。総勢249名の参加により、漂着し
たロープやペットボトルなど約３トンのゴミを
回収し、きれいな前浜にすることができました。
この取組は、ホタテや毛ガニ、サケなどが水揚
げされる豊かな猿払村の海を守ることを目的と
して、平成14年度から実施されています。今後
も、美しい海岸を維持するためのご協力をお願
いいたします。

　100周年記念ロゴマーク感謝状贈呈式が行わ

れ、制作チームの学生６名と教授１名に感謝状

が贈呈されました。

　この感謝状贈呈式は、猿払村開村100周年記

念事業の一環として行われたもので、今年の３

月に村と地域連携協定を結ぶ北海道科学大学の

学生６名と教授１名が来村し、100周年記念ロ

ゴマーク・キャッチフレーズを制作したことに

感謝の意を込めて贈られました。

　さるふつマーケット実行委員会の皆さまよ
り、村への一般寄附として伊藤村長に84,905円
が手渡されました。
　この寄付は、今年の５月14日に実施されたさ
るふつマーケットの開催を記念し、売り上げの
一部を寄附したものです。
　いただいたご寄附は、公園遊具の設置費用と
して有効活用させていただきます。

　加奈子ピアノ教室で指導者として活躍する

佐々木蒼葉講師による子育て講座「リトミック」

が行われました。

　リトミックとは、楽しく音楽と触れ合いなが

ら、子どもたちの持つ「潜在的な基礎能力」の

発達を促す教育です。音楽に合わせて体を動か

したり、布やマラカスなどの道具を使いながら、

親子や子ども同士で交流を深め、笑顔あふれる

楽しげな雰囲気の講座となりました。

　行政相談委員の前田洋子さん（浜猿払在住） 

が、北海道管区行政評価局長表彰を受賞されま

した。

　北海道管区行政評価局長表彰とは、北海道内

で活動している行政相談委員の中から、その功

績が顕著で他の模範となる行政相談委員に対し

て行われるものです。

　前田さんは、平成21年４月１日から現在に及

ぶまで、14年以上も行政相談委員を務められて

おり、この度の表彰となりました。

長年の功績を称えて
５月18日(木)日 旭川市場

ベトナムの文化を学ぶ
５月23日(火)～30日(火)日 役場１階ホール場

30周年の節目を迎えて

5月30日(火)日

音楽を通じて子どもの力を育む
交流センター場

交流センター場5月28日(日)日

海を守る活動
前浜場

ご寄附をいただきました
日 5月24日(水) 村長室場６月１日(木)日

100周年の感謝を込めて
北海道科学大学場

ベトナム伝統の焼き物を寄贈
５月26日(金)日 村長室場

5月27日(土)～28日(日)日
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　ふれあい学級が開催され、43名の方が参加し、

トーナメント形式のスカットボール大会を行い

ました。歓声や応援の声をあげながら、白熱し

た戦いを繰り広げました。入賞者は以下のとお

りです（敬称略）。

１位　髙橋　誠

２位　松山　ツサ子

３位　中野　弘子

４位　木村　修

５位　丹治　喜代子

　拓心中学校１年生の総合学習「赤ちゃん抱っ
こ体験」が行われました。
　１日に行われた事前学習では、村の保育士と
保健師を講師として赤ちゃんに関する知識の学
習や絵本の読み聞かせ、人形を用いた抱っこの
練習などを行いました。
　体験当日は、本物の赤ちゃんを前に戸惑う生
徒もいましたが、職員やお母さんたちのアドバ
イスを参考にしながら、おもちゃであやしたり、
事前に練習した絵本の読み聞かせを披露するな
ど、楽しそうに触れ合っていました。

　拓心中学校１年生を対象に「高齢者疑似体験・

車椅子体験」が行われ、小規模多機能型居宅介

護施設「楽楽心」の職員を講師として、高齢者

の身体的特徴について学びました。

　高齢者の身体感覚を再現する重り入りの

チョッキや遮音性の高いヘッドフォンを身に付

けたり、車椅子の操縦・介助を経験した生徒た

ちからは「腰が痛くて歩けない」「車椅子の操縦

を人に任せるのは怖い」などの声が上がり、実

体験をもって高齢者への理解を深めました。

白熱した戦いを繰り広げる
６月２日(金)日 保健福祉総合センター場

命の大切さを学ぶ
拓心中学校場

高齢者への理解を深める
日 ６月９日(金) 拓心中学校場

６月１日(木)・７日(水)日


